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図―１　最近10カ年の災害復旧事業費の推移�
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　　直轄を含む。�

１

２

はじめに

平成１３年は，１月から３月上旬にかけての低温

災害（北海道・東北地方を中心に被害），３月２４

日に発生した芸予地震（広島県，愛媛県などで被

害），６月から７月中旬にかけての梅雨前線豪雨

（九州地方を中心に被害），８月中旬に上陸した台

風１１号（関東・中部地方を中心に被害），９月か

ら１０月上旬にかけての秋雨前線豪雨（高知県，鹿

児島県などで被害），９月上旬に上陸した台風１５

号（東日本を中心に被害），１０月中旬の秋雨前線

と台風２１号に伴う豪雨（大分県，宮崎県などで被

害）など，全国各地で風水害等が発生した。

平成１３年発生災害に係る国土交通省所管公共土

木施設の災害復旧事業費は，全国で２６，３４８箇所，

約３，２３６億円となっており（平成１４年１月１５日時

点の集計の決定額），過去１０年間平均と比較する

と発生箇所数，被害金額ともに約７割となってい

る（図―１）。

平成１３年災害の概要

� 低 温

今冬は冬型の気圧配置となる日が多く，北海

道，東北地方などでは，１月から３月上旬にかけ

て，平均気温が平年を大きく下回った。これらの

低温により道路の路盤が凍結した結果，道路のひ

び割れ，不陸などの被害が発生し，交通に支障を

きたすこととなった。

このため，財政当局と協議の上，昭和６１年以来

１５年ぶりに「凍上災」として，路面の復旧等を採

択することとなった（写真―１）。
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� 芸予地震

３月２４日１５時２８分頃，安芸灘を震源とした地震

（マグニチュード６．７）により，広島県では震度６

弱，山口県，愛媛県では震度５強を観測し，中国

地方，四国地方，大分県で強い揺れに襲われた。

この地震により，広島県，山口県，愛媛県等で，

死者２名，負傷者２８７名，住家全壊６９棟，住家半

壊７４９棟，住家一部損壊４８，６０２棟の被害が発生し

た（写真―２）。

� 梅雨前線豪雨

６月から７月中旬にかけて，梅雨前線の活動が

活発となり，西日本を中心とする各地で，断続的

に大雨となった。

この大雨の影響により，死者１名，行方不明者

１名，負傷者１８名，住家全壊５棟，住家半壊１１

棟，住家一部損壊１７２棟，床上浸水２３４棟，床下浸

水２，４４７棟の被害が発生した（写真―３）。

� 台風１１号

８月１４日に発生した台風１１号は，１７日に中心気

圧９６０hpa，最大風速３５m/s，１５m/s 以上の強風域

が南１，０００km，北８００kmの超大型で強い台風に

発達した。その後，大型で強い勢力を保ったま

ま，２１日に和歌山県南部に上陸し，東海地方沿

岸，関東地方沿岸，東北地方沿岸と太平洋沿岸を

北上し北海道に再上陸した後，２３日に温帯低気圧

に変わった。

この台風の通過に伴う大雨，強風等により，死

者６名，負傷者３２名，住家半壊１棟，住家一部損

壊４５棟，床上浸水８４棟，床下浸水６３４棟の被害が

発生した（写真―４）。

� 秋雨前線豪雨

〈高知県西南部豪雨〉

前線が四国付近を北上し，西日本付近に停滞。

その前線に向かって暖かい空気が流れ込んで，強

写真―１ 一般国道国道３３８号佐井村磯谷地内（青

森県）

写真―３ 一般国道筑後川水系有田川

写真―２ 主要地方道西条久万線（石鎚スカイライ

ン）

写真―４ 御前崎海岸（静岡県御前崎町白羽地先）
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い雨雲が発生し，時間雨量１００mmを超える豪雨

が高知県西南部を襲い，負傷者８名，住家全壊２５

棟，住家半壊２６９棟，住家一部損壊１２棟，床上浸

水２６９棟，床下浸水５４１棟の被害が発生した（写真

―５）。

� 台風１５号

９月４日に南鳥島の南の海上で発生した台風１５

号は，９日に中心気圧９５０hpa，最大風速４０m/s，

１５m/s 以上の強風域が北東８５０km，南西５６０km

の大型で強い台風に発達した。その後，ゆっくり

と北上し，神奈川県鎌倉市付近に上陸し，関東地

方東北地方沿岸を北上し，北海道根室市の東北東

で温帯低気圧に変わった。

この台風の通過に伴う大雨，強風等により，死

者５名，行方不明者３名，負傷者４８名，住家全壊

５棟，住家半壊８棟，住家一部損壊１４９棟，床上

浸水１１２棟，床下浸水７２６棟の被害が発生した（写

真―６）。

� 秋雨前線と台風２１号に伴う豪雨

台風２１号の接近で湿った空気が流れ込み，前線

の活動が活発化し，大分県南部と宮崎県北を中心

に時間雨量１００mmを超える豪雨となり，大分県

において，床上浸水６５棟，床下浸水２７５棟の被害

が発生した。

また，宮崎県において，住家半壊２棟，住家一

部損壊９棟，床上浸水９３棟，床下浸水４８３棟の被

害が発生した（写真―７）。

公共土木施設の被害概要

国土交通省所管公共土木施設の被害は，工種別

被害報告額にて分類すると，道路が約４９％，河川

が約４３％と，この２工種で９割以上を占め，続い

て海岸約３％，砂防約２％，港湾約２％の順とな

っている（表―１，図―２）。

また，異常気象別被害報告額にて分類すると，

台風が約３５％，低温が２９％，梅雨前線豪雨が約１３

％，豪雨が約１３％となっている（表―２，図―

３）。さらに，直轄災を除く都道府県別の被害報

告額では，表―３に示す道県で多く発生してい

る。

写真―５ 二級河川宗呂川（高知県土佐清水市宗

呂）

写真―７ 二級河川浦尻川水系折内川（宮崎県延岡

市浦城町）

写真―６ 市道大屋丸子線上田市大石橋（長野県）
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図―２　工種別被害報告額の割合�
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４ おわりに

平成１３年発生災害の概要について示してきた

が，これらの災害による被災箇所については，社

会生活や経済活動に及ぼす影響を最小限にとどめ

るために，必要な箇所において応急復旧工事を実

施するとともに，早期復旧に向けて鋭意事業の推

進を図っているところである。また，災害復旧事

業の集中的かつ機動的な実施が図られるように，

制度の改善，構築に取り組んでいる次第である。

表―１ 平成１３年発生災害工種別被害報告額 （平成１４年１月１５日現在）
（単位：百万円）

工 種
直 轄 補 助 合 計

箇所数 金 額 箇所数 金 額 箇所数 金 額

河 川 ３５８ ７５，８３１ ９，２１７ １２１，１１７ ９，５７５ １９６，９４８
ダ ム １０ １，５９２ ０ ０ １０ １，５９２
海 岸 ８ １，５００ ９４ １０，２４１ １０２ １１，７４１
砂 防 ７ ８３７ ５４１ ８，０６６ ５４８ ８，９０３
地すべり ０ ０ ２ ２４５ ２ ２４５
急傾斜地 ０ ０ ５ １０４ ５ １０４
道 路 １７ １１，３７１ １５，９４９ ２１２，７１６ １５，９６６ ２２４，０８７
橋 梁 ０ ０ １３８ ５，３３６ １３８ ５，３３６
港 湾 ７ １，２０６ １３６ ７，４０１ １４３ ８，６０７
下 水 道 ０ ０ １１ ３２９ １１ ３２９
公 園 ０ ０ ６２ １，１３７ ６２ １，１３７
合 計 ４０７ ９２，３３７ ２６，１５５ ３６６，６９２ ２６，５６２ ４５９，０２９

※百万円未満を四捨五入しているため，合計が一致しない場合がある。

表―２ 平成１３年発生災害主要異常気象別被害報告
（平成１４年１月１５日現在） （単位：億円）

異常気象
直 轄 補 助 計

主な被災地
箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

冬期風浪および風浪 ８ １９ ４１ ５３ ４９ ７１石川県・新潟県

豪 雨 １７ ３４ ４，７７６ ５６９ ４，７９３ ６０３高知県・鹿児島県・三重県・宮崎県

地 す べ り ０ ０ ２２ ２４ ２２ ２４岩手県

融 雪 ２ ６ １９２ ２６ １９４ ３２北海道

地 震 ８ ５ ５０１ ６８ ５０９ ７４広島県・愛媛県

梅雨前線豪雨 １０１ １１３ ６，８０６ ４７３ ６，９０７ ５８６福岡県・大分県・宮崎県・和歌山県・熊本県・広島県

台 風 ２７０ ６５１ ５，４０８１，０２２ ５，６７８１，６７３北海道・栃木県・群馬県・静岡県・長野県・三重県

低 温 ０ ０ ８，１０８１，３６５ ８，１０８１，３６５岩手県・福島県・青森県・宮城県・秋田県

そ の 他 １ ９５ ３０１ ６６．５ ３０２ １６２

計 ４０７ ９２３２６，１５５３，６６７２６，５６２４，５９０

表―３ 平成１３年都道府県別被害報告（被害報告多
額の都道府県・平成１４年１月１５日現在）

（単位：百万円）

都道府県名 箇所数 金 額

１ 岩手県 ２，７０３ ５２，７７０
２ 福島県 １，８３５ ２７，１５９
３ 北海道 １，３９５ ２２，７６８
４ 高知県 １，６０５ ２２，３８４
５ 栃木県 ８１８ ２０，７８５
６ 青森県 １，０２３ １６，１５０
７ 秋田県 ９９３ １５，０７０
８ 群馬県 ８０７ １５，４１４
９ 長野県 ９１２ １４，２４８
１０ 宮城県 １，１５９ １４，２４４

箇所数・金額とも政令市分を含み，直轄分は含まない。
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